















































































Linked Open Data (LOD)の整備 （2016～）







• DBの個別データにグローバルに一意な識別子(Uniform Resource Identifier: 
URI)を付与
• メタデータをできるだけ標準的な語彙で記述(RDF)
• ユーザの必要とする形式でデータ提供(rdf, json, html等の形式)
統合
• 異なるDBの（メタ）データを相互にリンク
https://gbank.gsj.jp/ld/
GSJのLinked Data公開サイト
GSJのデータ統合
• 個別テーマDBからのインポート
• 標準的な語彙を使用してRDF化
• コンテントネゴシエーションによるRDFの出力
• 検索・表示機能作成
個別テーマDBからのインポート
GSJのLOD整備にあたっての要件：
• 研究グループのテーマDBの整備体制に影響を与えないこと
GSJのデータ統合
• 個別テーマDBに合わせたインポートプログラムの作成
状況は様々
（DBテーブルから・DBサイトでIDを持つもの・HTMLから取得、など）
現状、テーマごとの対応が必要
• 定期的にデータを同期
地質文献をハブにして個別テーマDBのリソースをリンク
NDL
地層区分
物性
組成
時代
安定性
CiNii 今後、順次データを追加
地質文献
活断層
標本
地質図
画像
火山
資源
GSJ LDの内容
データ内容
GSJのデータ統合
地質図 例
GSJのデータ統合
文献 地質図
火山
活断層
標本
HTML表示の例
GSJのデータ統合
リクエストに応じたリソースの出力
HTML
RDF
JSON
GSJのデータ統合
SPARQLエンドポイント
（試験中）
データを活用しやすく
GSJのデータ統合
GSJのLODの利用例
https://gbank.gsj.jp/musee/
Musee: 標本データベース
地質標本データの閲覧
GSJのLODの利用例
標本DB
鉱物DB
文献DB
画像DB
GSJのLODの利用例
(1)標本DB_検索API
(2) 標本データ(RDF)
(3) 鉱物データ(RDF)
(4) 文献データ(RDF)
(6) 画像DB_API
(5) 画像データ(RDF)
標本DB RDF 標本DB
標本DB検索 API
鉱物データ RDF
鉱物DB
文献DB RDF
文献DB
画像DB API
画像DB RDF 画像DB
GSJのLODの利用例
Strata: 地層名検索
地層名データのRDF化と相互リンクの試行
GSJのLODの利用例
GSJのLODの利用例

今後の課題
オントロジー
• GeoSciMLの活用
データの永続性
• データリポジトリの導入、DOI付与
データの登録管理
• 事務職員でも使える登録管理アプリケーション
• データキュレーターの確保・育成
